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「福岡市商店街実態調査」結果報告書
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令和７年度 福岡市商店街実態調査（アンケート）報告書
調査概要・基本情報1

●福岡市内の商店街が抱える課題を把握し、商店街の活性化に資することを目的とする。

●調 査 方 法：調査票回答（郵送、インターネット回答）・ヒアリング
●有効回答数：114商店街

（３）調査方法と回答数

（１）調査目的

（４）調査期間
●令和７年10月～令和７年11月

商店街の概要２

（２）調査対象
●市内商店街：130商店街 ※全数調査（図表１参照）

（令和７年10月１日現在）図表1 商店街数と組織形態別内訳

問１．会員数 問２．会員の平均年齢

問３．役員数 問４．役員の平均年齢

問５．専従事務局職員数 問６．会員店舗の業種

・最も多いのは、

  11～30名（34商店街)

（％） （％）

（％） （％）

（％） （％）

組織形態 商店街（単体） 連合組織 合計 回答率 (％) 平均会員数

商店街振興組合 10 － 10

協同組合 11 － 11

任意団体 96 － 96

商工会 2 － 2

連合組織 － 11 11

合計 119 11 130 87.7 62

R3 合計 125 11 136 64.7 53

H29 合計 127 11 138 78.2 48

R7

・平均：62名

・平均：7名

・最も多いのは、

  50歳台（58商店街）

・最も多いのは、

  5名以下（48商店街）

・最も多いのは、

  50歳台（59商店街）

・最も多いのは、

  0名の不在（72商店街）
37％ 32％

17％ 14％

（％）

・各商店街の業種割合１位の業種については、
小売業と回答した商店街（58商店街）が最も多い

【参考】市内商店街の会員店舗の業種割合
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令和７年度 福岡市商店街実態調査（アンケート）報告書
会員の加入状況３

商店街の活動・運営４

問９．商店街の様々な取組み

問７．加入促進の取組み 問８．組織に加入しない要因

（％）

（％）

・最も多いのは、

   商品券活用
・次いで多いのは、

該当なし
 （十分に加入している）

・最も多いのは、

   メリット面

21%

16%

9%

42%

6%

37%

9%

86%

51%

58%

10%

5%

5%

6%

9%

10%

13%

1%

9%

10%

21%

4%

3%

8%

4%

6%

2%

3%

13%

15%

48%

75%

83%

44%

81%

47%

76%

10%

27%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福利厚生・勉強会

インバウンド関係

買い物弱者支援

環境美化

地域資源活用等

防災・防犯

子育て・高齢化支援等

商品券事業等

情報発信

イベント

取組中 検討中 過去実施 実施なし

・取組中が多い順に並べると、1位：商品券事業、2位：イベント、3位：情報発信
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※来街者に観光客が多い（来街者に占める割合30％以上）商店街は、そうでない商店街と比較して景況が良かった
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令和７年度 福岡市商店街実態調査（アンケート）報告書
来街者の状況・景況５

空き店舗の状況６

問13．空き店舗数

問10．来街者の属性 問11．来街者の年齢

70％

問12．商店街の景況

問14．空き店舗が埋まらない要因

問15．空き店舗対策

（％）

（％）

（％）

20％
36％

79％

21％
57％

43％

・来街者のうち観光客の割合は21％

その内訳は、日本人57％

外国人43％

・最も多いのは、30～50代

・次いで多いのは、60代以上

・最も多いのは、5と7

悪 良良くも悪くもない

3.5％

・空き店舗率：3.5％
（H21:5.3％、H25:4.6％、H29:2.6％、H3:3.3％）※H29が最も低く、それ以降微増

※空き店舗率＝空き店舗総数／空き店舗総数+会員店舗数の合計

・最も多い要因は、
所有者に貸す意思なし

・次いで多い要因は、
家賃が高い

・最も多いのは、特になし
・次いで多いのは、その他
（その他の例：チャレンジショップ、不動産会社に依頼など）

～20代
60代～

観光客

外国人観光客

30～50代地元客

日本人観光客

会員数合計 空き店舗数会員店舗数の合計

空き店舗総数

96.5％
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【参考1】地域活動の取組みの有無による景況の違い 【参考2】来街者に占める観光客の割合による景況の違い

平均：5.9平均：4.2 平均：6.6平均：5.0

【地域活動あり】【地域活動なし】 【観光客の割合30％以上】【観光客の割合30％未満】

※地域活動に取り組んでいる商店街は、そうでない商店街と比較して景況が良かった

・平均：5.5
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・次いで多いのは、
承継を迷っている
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令和７年度 福岡市商店街実態調査（アンケート）報告書
事業承継７

問16-A．事業承継の相談の有無 問16-B．事業承継の相談内容

商店街の課題・問題点８

問17-A．運営・人員面の課題 問17-B．店舗やエリアの課題

問17-C．イベント等の課題

3％5％

（％）

（％）

（％）

（％）

ある ない

84％

16％

4％

・ある：16％

・ない：84％

※問16-Aは、商店街内で会員から事業承継の相談があるかどうかについて尋ねた設問

・最も多いのは、

   後継者がいない

※問16-Bは、問16-Aで『ある』と回答した16％の商店街のみが回答

・次いで多いのは、若手不足

・最も多いのは、

商店街役員の担い手不足

・次いで多いのは、
核となる店舗不足

・最も多いのは、

   駐車場・駐輪場不足

・次いで多いのは、人手不足

・最も多いのは、費用面

ある

ない

4

17％

11％

2％
4％

3％ 2％ 2％

6％

1％ 0％ 0％
4％

49％

9％
26％ 33％

21％
8％

26％
5％

26％

14％
11％ 10％

6％

25％
28％

7％

25％

25％ 17％ 27％
45％

14％
32％

15％ 25％4％ 4％ 2％ 3％

n=114

n=18

n=114
n=114

n=114



0
5

10
15
20
25
30
35
40

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

令和７年度 福岡市商店街実態調査（アンケート）報告書
共同施設９

問18．共同施設

商店街の今後の取組み10

問19-A．事業・会員店舗の強化 問19-B．運営面・人材確保

自由記述（要旨）11

（％）
（％）

11%

5%

17%

17%

27%

21%

7%

5%

13%

33%

4%

4%

9%

8%

4%

5%

4%

1%

1%

2%

85%

91%

74%

75%

69%

74%

89%

94%

86%

65%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑩多目的ホール・交流スペース

⑨商店街組織が運営する店舗

⑧バナー設備

⑦広場・休憩所・小公園

⑥放送設備

⑤街路樹・花壇・フラワーポット

④彫刻・モニュメント

③アーチ

②アーケード

①街路灯

設置済 検討中 設置なし

3%

11%

41%

2%

2%

12%

39%

22%

28%

23%

3%

4%

11%

3%

3%

5%

7%

3%

2%

7%

94%

85%

48%

95%

95%

83%

54%

75%

70%

70%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑳その他

⑲リサイクル設備

⑱防犯設備（防犯カメラ等）

⑰観光施設・観光案内所

⑯免税一括カウンター

⑮商店街内でのWi-Fi設備

⑭案内板、統一看板・電光掲示板

⑬来客用駐車場・駐輪場・バイク置場

⑫共同トイレ

⑪休憩所・ベンチ

設置済 検討中 設置なし

・設置済が多い順に並べると、1位：⑱防犯設備、2位：⑭案内板等、3位：①街路灯

・最も多いのは、

ソフト事業

・次いで多いのは、
ブランディング

・最も多いのは、

人材の育成・確保

・次いで多いのは、
連携・協力強化
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〇人手不足/組織運営効率化（8）
・組織運営の事務手続き、イベントの企画・運営など、作業を下請けしてくれるような手助けがほしい
・商店街活動の収益化について、どのような可能性(取組手法)があるのか例示してほしい
・会員間の連絡体制について、公式ラインを活用した取り組みを始めました。今後は、商店街ホームページのメディア化を検討しており、そこについてご支援を頂ければと思っています

〇ソフト事業（7）
・今回は初めて商店街でデジタル商品券の支援を受けて商店街、地域が盛り上がったことを感じています
・観光に特化した補助金ができれば嬉しい
・商品券事業高齢者が電子商品券の購入に苦慮している。電子の販売率を下げて欲しい

〇ハード事業
・共同駐車場の維持に費用がかかっているためそこを補助いただきたい
・アーケード内の雨漏り補修や電気系統(照明器具、火災時の屋根開閉など)の修理や入れ替えなどハード面の作業がこれから多くなると思われ費用面での支援を希望します
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